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  中部社研 経済レポート No.40 

  ＜付録Ⅰ ―アンケート項目―＞ 
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【１】景況アンケート調査における国内の設備投資(有形固定資産計上分) 

に関する質問項目 
 

(１)2022 年度(実績)と 2023 年度(計画)の設備投資額について一つ選んで下さい。 

  □１：2022 年度＜2023 年度  □２：2022 年度≒2023 年度  □３：2022 年度＞2023 年度  

 

(２)2023 年度(計画)の設備投資額と減価償却費との関係について一つ選んで下さい。 

□１：設備投資額＞減価償却費  □２：設備投資額≒減価償却費  □３：設備投資額＜減価償却費 

 

(３)2023 年度(計画)において、製品・サービスに関連した設備投資の形態について(複数回答可) 

 ①新製品あるいは新サービス向けの 

□１：拠点新設  □２：既存施設内の設備増強・既存施設の拡張  □３：既存設備・施設の更新 

□４：既存設備・施設の維持・補修  □５：その他(                                      ) 

 ②既存製品あるいは既存サービス向けの 

□１：拠点新設  □２：既存施設内の設備増強・既存施設の拡張  □３：既存設備・施設の更新 

□４：既存設備・施設の維持・補修  □５：その他(                                      ) 

 

(４)2023 年度(計画)の設備投資の目的について(複数回答可) 

□１：脱炭素・カーボンニュートラル・GX(グリーン・トランスフォーメーション)関連 

  □２：上記１.以外の環境・省エネ対策  □３：DX(デジタル・トランスフォーメーション)関連 

□４：DX 関連以外の情報化(IT 化等)   □５：能力増強  □６：省力(省人)化・合理化 

□７：地政学リスク対応   □８：経済安全保障対応  □９：防災・減災・強靱化対応 

□10：その他(                                      ) 

 

【２】景況アンケート調査における経営上の課題に関する質問項目 
 
(１)貴社の経営上の課題について、該当するものをお答え下さい(複数回答可)。  

□１：販売数量の伸び悩み     □２：販売単価低迷    □３：コスト転嫁困難 

  □４：部品や資材の調達困難      □５：過剰在庫      □６：仕入品コスト高 

□７：原材料高            □８：光熱費高       □９：人件費高 

□10：脱炭素           □11：2024 年問題      □12：人手不足 

□13：技能者不足         □14：熟練者高齢化    □15：採用者短期離職 

□16：人材育成           □17：事業ポートフォリオの転換  □18：設備老朽化 

□19：資金繰り難         □20：為替乱高下     □21：過度な円安／円高 

□22：消費者の購買意欲低迷    □23：IOT、DX や AI の活用   

□24：その他（                                  ） 

 

(２)上記(１)で「12:人手不足」と回答した方にお聞きします。人手不足への対応策について該当する 

ものをお答え下さい(複数回答可)。 

□１：来年度の賃上げ       □２：賃上げ以外の処遇改善(賞与・一時金、福利厚生) 

 □３：採用(中途を含む)        □４：再雇用  

□５：業務の効率化(不要な業務の洗い出しを含む)・平準化      □６：業務量の抑制 

□７：教育・能力開発の強化     □８：省力(省人)化投資   □９：特に対応はしない 

□10：その他（                                  ）        


